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こ
れ
ま
で
筆
者
ら
は
、
本
誌
に
お
い
て
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
の
翻
刻
を

公
表
し
て
き
た（（
（

。
続
稿
と
な
る
本
稿
で
は
、
第
七
巻
の
翻
刻
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
所
収
文
書
の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
、
重
要
な
文
書
に
若
干
の
考
察
を
加
え

て
お
く
。

第
七
巻
は
、
近
世
初
頭
の
文
書
十
二
通
を
収
め
る
。
と
く
に
、
高
野
山
西
南
院
と

そ
の
末
寺
で
あ
っ
た
備
前
国
の
大お
お

滝た
き

山さ
ん

福ふ
く

生し
ょ

寺う
じ

、
隆り
ゅ

岡う
こ

山う
ざ

薬ん
や

王く
お

寺う
じ

に
関
わ
る
文
書
が

多
数
を
占
め
る
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
藤
井
駿
・
水
野
恭
一
郎
両
氏
が
、『
岡
山
県

古
文
書
集
』
第
四
輯（（
（

に
お
い
て
、「
備
前 

福
生
寺
関
係
文
書
」
と
題
し
て
、
大
半
を

翻
刻
し
て
い
る（（
（

。
た
だ
し
、
こ
の
翻
刻
は
、
一
九
六
七
年
に
丸
尾
弘
然
氏
（
福
生
寺

実
相
院
住
持
（
が
撮
影
し
た
写
真
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
本
調
査
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
参
考
と
な
る
反
面
、
一
部
の
文
書
に
つ
い
て
形
態
の
誤
認

や
誤
読
も
見
受
け
ら
れ
る（（
（

。
よ
っ
て
、
本
稿
で
改
め
て
翻
刻
を
提
示
す
る
意
義
は
十

分
に
あ
ろ
う
。

第
七
巻
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
古
い
時
期
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、（
天
正

十
九
年
［
一
五
九
一
］（
二
月
一
日
付
の
「
木
食
応
其
書
状
」（
第
八
二
号
（
と
、

「
木
食
応
其
書
状
案
」（
第
八
三
号
（
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、「
熊
山
御
門
中
」
す
な

わ
ち
備
前
国
帝た
い

釈し
ゃ
く

山ざ
ん

霊り
ょ

山う
せ

寺ん
じ

と
、
そ
の
近
隣
の
福
生
寺
に
、
そ
れ
ぞ
れ
宛
て
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
既
往
の
応
其
研
究
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い（（
（

。

こ
こ
に
見
え
る
熊
山
と
は
、
現
在
の
岡
山
県
赤
磐
市
・
瀬
戸
町
・
備
前
市
に
ま
た

が
る
霊
山
で
あ
る
（
標
高
五
〇
八
・
六
メ
ー
ト
ル
（。
そ
の
山
頂
に
は
、
熊
山
神
社

や
国
指
定
史
跡
の
石
積
遺
構
と
し
て
知
ら
れ
る
熊
山
遺
跡
な
ど
が
あ
り
、
中
世
で
は

天
台
系
修
験
道
場
の
霊
山
寺
（
霊
仙
寺
と
も
（
も
あ
っ
た（（
（

。
ま
た
、
熊
山
の
南
東
麓

に
位
置
し
た
の
が
、
現
在
も
続
く
真
言
宗
の
福
生
寺
で
あ
る（（
（

。
福
生
寺
は
、
備
前
四

十
八
ヶ
寺
の
一
つ
で
あ
り
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
（
十
二
月
に
、
宇
喜
多
秀
家
か

ら
寺
領
五
十
石
を
寄
進
さ
れ
て
い
る（1
（

。

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
（
四
月
に
霊
山
寺
戒
光
院
の
住
職
舜
祐
が
作
成
し
た

「
書
上
帳（（
（

」
第
四
冊
に
よ
れ
ば
、
霊
山
寺
は
あ
る
時
期
か
ら
真
言
宗
に
な
り
、「
大

滝
」（
福
生
寺
（
の
別
院
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、「
上
代
・
中
古
之
変
化
、
宗
門
の
様

子
等
は
、
古
記
録
無
!

之
、
相
知
不
!

申
候
」
と
し
て
、
改
宗
の
時
期
ま
で
は
記
さ
な

い
。
し
か
し
、
文
正
元
年
（
一
四
六
六
（
四
月
五
日
に
、
霊
山
寺
明
王
院
の
道
場
に

お
い
て
、
同
院
の
僧
承
海
が
、
高
野
山
延
命
院
の
僧
宥
海
に
対
し
て
、
真
言
密
教
の

法
流
で
あ
る
意
教
流
慈
猛
方
の
両
部
伝
法
灌
頂
を
授
け
て
い
る（（1
（

。
こ
の
事
実
か
ら
、

す
で
に
室
町
中
期
の
段
階
で
、
霊
山
寺
が
真
言
宗
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
す
な

わ
ち
、
い
ま
取
り
上
げ
る
「
応
其
書
状
」
な
ど
が
発
給
さ
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
霊

史
料
紹
介重

要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
七
巻
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山
寺
と
福
生
寺
の
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
時
期
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
右
の
伝
法
灌
頂
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
受
者
の
宥
海
で
あ
る
。
宥

海
は
、
の
ち
に
仙
海
と
改
名
し
て
高
野
山
西
南
院
の
院
主
（
第
二
十
一
世
（
と
な

り
、
か
つ
て
霊
山
寺
明
王
院
で
承
海
か
ら
授
か
っ
た
意
教
流
慈
猛
方
の
法
流
を
、
弟

子
の
忠
海
（
西
南
院
第
二
十
二
世
（
に
伝
え
て
い
る（（（
（

。
本
稿
で
紹
介
す
る
文
書
群
か

ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
近
世
初
頭
の
西
南
院
は
、
熊
山
の
霊
山
寺
・
福
生
寺
と
密

接
な
交
流
を
結
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
室
町
中
期
に
お
け
る
法
流
伝
授
に
端

を
発
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、「
応
其
書
状
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
福
生
寺
は
、
も
と
も
と
西
南
院
の
末
寺

で
あ
っ
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
西
南
院
と
疎
遠
に
な
り
、
む
し
ろ
高
野
山
多
聞
院
に

近
づ
い
て
、
そ
の
末
寺
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻

一
「
多
聞
院
代
々
先
師
過
去
帳
写
」（「
続
真
言
宗
全
書
」
第
三
四
巻
（
に
よ
れ
ば
、

こ
の
時
期
の
多
聞
院
院
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
賢
智
房
長
秀
（
第
二
十
世
（

は
、
備
前
児
島
の
出
身
で
あ
り
、
こ
れ
が
多
聞
院
の
備
前
に
お
け
る
勢
力
拡
大
に
奏

功
し
た
可
能
性
が
高
い
。

も
っ
と
も
、
応
其
が
書
状
を
発
給
し
た
前
年
の
冬
に
、
西
南
院
と
多
聞
院
の
間
で

話
し
合
い
が
持
た
れ
、
以
前
の
よ
う
に
福
生
寺
は
西
南
院
の
末
寺
に
復
帰
し
た
よ
う

で
あ
る
。
応
其
は
、
霊
山
寺
に
対
し
て
、
西
南
院
と
親
密
に
な
る
よ
う
、
霊
山
寺
か
ら

多
聞
院
に
意
見
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
（
第
八
二
号
（。
ま
た
、
福
生
寺
に
も
、

今
後
別
儀
な
く
西
南
院
と
の
意
思
疎
通
を
保
つ
こ
と
を
望
ん
だ
（
第
八
三
号
（。

　「
応
其
書
状
」
な
ど
は
無
年
号
文
書
で
あ
る
た
め
、
正
確
な
年
次
比
定
が
必
要
と

な
る
。
前
掲
『
岡
山
県
古
文
書
集
』
第
四
輯
で
は
、
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
（
に

比
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
ら
も
、
以
前
に
公
表
し
た
「
重
要
文
化
財
『
西
南
院

文
書 

十
一
巻
』
所
収
文
書
・
記
録
・
聖
教
一
覧（1（
（

」
に
お
い
て
、
天
正
十
四
年
に
比

定
し
た
。
そ
の
判
断
材
料
と
し
た
の
が
、「
殿（豊
臣
秀
吉
（

下
様
よ
り
大
仏
之
本
願
之
儀

0

0

0

0

0

0

0

、
被
%

仰

遣
$

候
条
、
近
日
致
%

上
洛
$

候
」（
第
八
二
号
（
や
、「
従
%

　
殿（豊
臣
秀
吉
（

下
様
$、
大
仏
殿
之

0

0

0

0

儀0

、
依
!

被
%

仰
付
$、
近
日
致
%

上
洛
$

候
」（
第
八
三
号
（
と
い
う
応
其
の
記
述
で

あ
っ
た
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
京
都
東
山
大
仏
殿
の
造
営
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
応
其
が
、

二
通
の
書
状
を
発
給
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
関
係
史
料
と
し
て
年
未
詳
正
月

十
一
日
付
「
施
薬
院
全
宗
書
状
」（『
大
日
本
古
文
書 

高
野
山
文
書
之
三
』
第
四
二

六
号
（
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
豊
臣
秀
吉
の
意
向
に
よ
っ
て
、
造
営
事
業
の
統
括
に
あ

た
る
応
其
に
上
洛
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
大
日
本
古
文
書 

高
野
山
文
書
』
の

編
者
は
、
天
正
十
四
年
に
推
定
し
て
い
る
。
前
稿
で
は
、
こ
の
見
解
も
勘
案
し
て
、

「
応
其
書
状
」
な
ど
の
年
次
を
同
年
と
判
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
登
谷
伸
宏
氏
が
、『
兼
見
卿
記
』
や
応
其
自
筆
の
『
大
仏
殿

御
造
営
覚
書（（（
（

』
に
も
と
づ
き
、
右
の
正
月
十
一
日
付
「
施
薬
院
全
宗
書
状
」
の
年
次

を
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
（
に
比
定
し
て
い
る（（（
（

。
こ
の
新
知
見
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、「
応
其
書
状
」
な
ど
も
ま
た
、
同
年
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ

て
、
前
稿
に
お
け
る
天
正
十
四
年
の
年
次
比
定
を
、
天
正
十
九
年
に
訂
正
す
る
次
第

で
あ
る
。

次
に
、
福
生
寺
と
同
じ
く
、
高
野
山
西
南
院
と
多
聞
院
の
間
で
相
論
の
焦
点
と

な
っ
た
の
が
、
備
前
国
邑
久
郡
福
岡
に
あ
っ
た
隆
岡
山
薬
王
寺
（
真
言
宗
（
で
あ

る
。
薬
王
寺
も
備
前
四
十
八
ヶ
寺
の
一
つ
で
あ
り
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
（
十
二

月
に
、
宇
喜
多
秀
家
か
ら
寺
領
十
五
石
を
寄
進
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

（
天
正
十
九
年
カ
（
卯
月
三
日
付
「
宣
宥
書
状
」（
第
八
七
号
（
に
よ
れ
ば
、
薬
王

寺
と
西
南
院
は
、「
上
代
」
よ
り
「
由
緒
の
地
」
で
あ
っ
た
が
、
長
年
の
間
、
福
生

寺
の
意
向
に
よ
っ
て
関
係
が
曖
昧
に
な
り
、
薬
王
寺
も
多
聞
院
の
末
寺
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
西
南
院
と
多
聞
院
の
協
議
に
よ
っ
て
、
薬
王
寺
は
再
び
西

南
院
の
末
寺
に
復
帰
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
乗
じ
て
、
西
南
院
の
院
主
で
あ
る
鏡
尊

房
宣
宥
（
第
二
十
五
世
（
が
使
僧
を
派
遣
し
、
薬
王
寺
・
福
生
寺
と
そ
の
檀
方
を
積

極
的
に
取
り
込
も
う
と
し
た
こ
と
が
、
年
未
詳
八
月
二
十
六
日
付
「
難
波
常
慶
書
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状
」（
第
九
〇
号
（
や
、
年
未
詳
八
月
二
十
六
日
付
「
薬
王
寺
・
福
生
寺
某
書
状
」

（
第
九
一
号
（
か
ら
う
か
が
え
る
。

も
っ
と
も
、
多
聞
院
の
側
も
依
然
と
し
て
、
薬
王
寺
の
檀
方
に
音
信
を
送
る
な

ど
、
勢
力
の
維
持
を
図
っ
た
よ
う
で
、
木
食
応
其
か
ら
檀
方
で
あ
る
備
前
岡
山
の
大

工
ら
に
、
注
意
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
（
天
正
十
九
年
カ
（
卯
月
一
日
付

「
木
食
応
其
書
状
案
」（
第
八
五
号
（
で
あ
り
、
多
聞
院
が
下
向
し
て
も
一
切
取
り
合

わ
ず
、
西
南
院
の
檀
方
で
あ
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
加
え
て
、
檀
方
ら
が
以
前
か

ら
多
聞
院
に
位
牌
な
ど
を
立
て
置
い
て
い
た
こ
と
に
触
れ
、「
注
文
」
を
送
る
な
ら

ば
、
西
南
院
で
も
位
牌
を
立
て
置
く
と
述
べ
て
い
る
の
も
興
味
が
引
か
れ
る
。

こ
れ
以
外
に
も
、
応
其
は
西
南
院
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
薬
王

寺
の
件
に
つ
い
て
、
霊
山
寺
に
事
情
を
連
絡
し
た
こ
と
が
、（
天
正
十
九
年
カ
（
卯

月
十
二
日
付
「
備
前
熊
山
門
中
書
状
」（
第
八
九
号
（
か
ら
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
野
山
内
の
子
院
で
あ
る
西
南
院
が
地
方
の
末
寺
と
の
関
係
を
再

構
築
し
、
檀
方
を
獲
得
す
る
上
で
、
木
食
応
其
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
の
は
見
逃

せ
な
い
。
以
上
の
書
状
群
は
、
応
其
の
周
旋
能
力
の
高
さ
を
物
語
る
好
史
料
と
い
え

よ
う
。

さ
て
、
第
七
巻
に
は
、
福
生
寺
や
薬
王
寺
に
関
係
し
な
い
文
書
も
収
録
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、（
慶
長
六
年
［
一
六
〇
一
］（
八
月
十
三
日
付
「
木
食
応
其
書
状
」

（
第
八
六
号
（、（
慶
長
七
年
（
十
一
月
二
十
三
日
付
「
西
笑
承
兌
書
状
」（
第
九
二

号
（、
年
未
詳
十
二
月
十
九
日
付
「
池
田
正
時
書
状
」（
第
九
三
号
（
の
三
通
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
木
食
応
其
書
状
」（
第
八
六
号
（
は
、
の
ち
に
西
南
院
第
二
十
九
世

と
な
る
賢
了
房
政
旻
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
、
政
旻
の
師
で
あ
る
北
室
院
賢
栄
房
頼

旻
が
高
野
山
青
巌
寺
に
入
院
し
た
こ
と
が
見
え
る（（（
（

。
頼
旻
は
、
前
年
の
慶
長
五
年
十

月
一
日
に
金
剛
峯
寺
検
校
に
補
任
さ
れ（（（
（

、
青
巌
寺
に
入
院
し
た
の
は
翌
慶
長
六
年
六

月
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た（（1
（

。
こ
の
入
院
の
直
前
に
あ
た
る
五
月
二
十
一
日
、
徳
川
家

康
は
「
高
野
山
寺
中
法
度
条
々
」
を
下
し
、
青
巌
寺
の
所
領
二
千
石
の
う
ち
、
千
石

を
住
持
た
る
検
校
の
諸
賄
料
に
、
ま
た
千
石
を
学
侶
た
る
碩
学
衆
八
人
に
配
分
す
る

こ
と
を
定
め
て
い
る（（（
（

。
従
来
、
青
巌
寺
は
、
開
基
の
木
食
応
其
や
文
殊
院
勢
誉
ら
、

行
人
方
の
僧
が
住
持
を
つ
と
め
て
き
た
が
、
頼
旻
の
入
院
以
後
、
学
侶
方
の
検
校
が

住
持
と
し
て
代
々
居
住
す
る
こ
と
に
な
る（（1
（

。

応
其
は
頼
旻
が
青
巌
寺
入
院
に
つ
い
て
徳
川
家
康
に
礼
を
言
上
し
た
こ
と
を
祝

し
、
頼
旻
か
ら
帷
三
つ
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
謝
意
を
示
し
て
い
る
。
す
で
に
こ
の
時

期
、
応
其
は
近
江
国
飯
道
山
に
隠
遁
し
て
い
た
が
、
高
野
山
僧
と
の
連
絡
を
絶
や
し

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、「
西
笑
承
兌
書
状
」（
第
九
二
号
（
は
、
徳
川
家
康
の
寺
社
政
策
に
関
与
し

た
禅
僧
の
西
笑
承
兌
が
、
京
都
か
ら
金
剛
峯
寺
検
校
の
頼
旻
に
宛
て
た
も
の
で

あ
る（（（
（

。
文
中
に
、「
御
庵
室
」
が
関
東
に
下
る
と
の
知
ら
せ
を
受
け
た
と
あ
り
、
承

兌
は
こ
れ
を
「
不
!

入
儀
ニ
候
歟
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、「
山
中
擯
出
之
儀
」
に
つ
い
て
、 

「
明
王
院
」
か
ら
承
兌
に
連
絡
が
あ
っ
た
が
、
同
心
し
な
か
っ
た
と
伝
え
、
高
野
山

一
山
の
同
心
が
な
け
れ
ば
、「
成
間
敷
儀
ニ
候
哉
」
と
強
い
調
子
で
批
判
し
て
い
る
。

右
の
「
御
庵
室
」
と
「
明
王
院
」
と
は
、
高
野
山
の
学
侶
で
あ
っ
た
蓮
華
三
昧
院

宥
賢
房
頼
慶（（（
（

、
な
ら
び
に
明
王
院
長
深
房
快
正
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
慶

長
七
年
四
月
、
高
野
山
遍
照
光
院
の
院
主
教
順
房
良
尊
が
入
寂
し
、
そ
の
後
住
と
し

て
快
正
が
同
院
に
入
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
良
尊
の
弟
子
で
あ
っ
た
頼
慶
は
不
服

を
抱
き
、
良
尊
の
墓
所
に
碑
を
建
て
、
そ
の
碑
文
で
快
正
を
大
い
に
誹
謗
し
た
た
め

に
、
高
野
山
を
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
る（（（
（

。
承
兌
の
い
う
「
擯
出
」
と
は
、
こ
の
頼
慶

の
追
放
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

実
は
こ
の
頃
、
頼
慶
は
承
兌
に
頻
り
に
接
近
し
て
い
た
。『
鹿
苑
日
録
』
慶
長
七

年
七
月
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
頼
慶
が
承
兌
の
も
と
を
訪
れ
、
問
題
の
碑
文
を
見
せ

て
い
る
。
そ
し
て
、
承
兌
が
助
言
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
頼
慶
は
逐
一
首
肯
し
た
と
い

う
。
ま
た
、
承
兌
の
自
筆
文
案
集
で
あ
る
『
西
笑
和
尚
文
案
』
第
七
冊
の
紙
背
文
書

に
は
、
頼
慶
に
よ
る
申
状
（
後
欠
（
が
あ
り（（（
（

、
そ
こ
に
は
快
正
に
遍
照
光
院
の
後
住
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の
座
を
奪
わ
れ
た
憤
懣
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
高
野
山
を
追
放
さ
れ
た
頼
慶
に
と
っ

て
、
自
ら
の
劣
勢
を
挽
回
す
る
た
め
に
は
、
承
兌
の
後
援
を
得
る
こ
と
が
是
が
非
で

も
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
、
承
兌
は
、
慶
長
七
年
十
一
月
頃
に
、
頼
慶
と
快
正
、
そ
し
て
金
剛
峯

寺
の
有
力
者
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
連
絡
を
取
り
、
確
執
の
沈
静
化
を
図
っ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
は
、『
西
笑
和
尚
文
案
』
第
六
冊
に
収
め
ら
れ
た
承
兌
の
書
状
案
三
通（（（
（

に
よ
っ

て
う
か
が
え
る
が
、
本
稿
で
紹
介
す
る
承
兌
の
書
状
も
、
そ
の
新
た
な
関
係
史
料
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、「
池
田
正
時
書
状
」（
第
九
三
号
（
は
、
高
野
山
に
参
詣
し
た
池
田
久
左

衛
門
尉
入
道
正
時
と
い
う
人
物
の
礼
状
で
あ
る
。
西
南
院
の
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に

謝
意
を
表
し
、
西
宮
の
本
知
を
安
堵
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
二
石
を
西
南
院
へ
永

代
寄
進
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
正
時
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
蹟
を

明
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
。
識
者
の
教
示
を
得
た
い
。

以
上
、
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
七
巻
の
所
収
文
書
に
つ
い
て
、
若
干
の

考
察
を
加
え
な
が
ら
、
解
説
を
行
な
っ
た
。
と
く
に
、
木
食
応
其
や
西
笑
承
兌
の
発

給
文
書
は
、
近
世
初
頭
の
高
野
山
や
、
西
南
院
と
末
寺
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
貴

重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
が
、
今
後
の
研
究
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

注（
1
（
坂
口
太
郎
・
藤
本
孝
一
「
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
一
巻
～
第
三
巻
」

（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
三
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
（、
同
「
重
要
文

化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
四
巻
」（
同
上
第
三
二
号
、
二
〇
二
二
年
（、
同
「
重
要
文

化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
五
巻
・
第
六
巻
」（
同
上
第
三
三
号
、
二
〇
二
三
年
（、
坂

口
太
郎
・
鈴
木
智
大
・
藤
本
孝
一
「
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
九
巻
」（
同

上
第
三
四
号
、
二
〇
二
四
年
（。

（
（
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
一
年
。

（
（
（
た
だ
し
、（
天
正
十
九
年
（
二
月
一
日
付
「
木
食
応
其
書
状
案
」（
本
稿
第
八
四

号
（
は
、
正
文
（
本
稿
第
八
二
号
（
と
の
重
複
を
避
け
て
、
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
（
（
例
え
ば
、
年
未
詳
八
月
二
十
六
日
付
「
難
波
常
慶
書
状
」（
本
稿
第
九
〇
号
（
の

端
裏
切
封
ウ
ハ
書
が
、
包
紙
ウ
ハ
書
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
年
未
詳
八
月
二

十
六
日
付
「
薬
王
寺
・
福
生
寺
某
書
状
」（
本
稿
第
九
一
号
（
の
端
裏
切
封
ウ
ハ
書

が
、
書
状
の
翻
刻
と
乖
離
し
、「
福
生
寺
某
書
状
断
簡
」
と
し
て
独
立
し
て
い
る
の

は
問
題
で
あ
る
。

（
（
（
木
食
応
其
の
発
給
文
書
に
つ
い
て
は
、
前
田
正
明
「
発
給
文
書
か
ら
み
た
木
食
応

其
の
動
向
」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
〇
年
（
付
載

の
「
木
食
応
其
発
給
文
書
一
覧
」
に
一
覧
化
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
紹
介
す
る
重

要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
七
巻
所
収
の
応
其
発
給
文
書
は
、
す
べ
て
見
え
な
い
。

（
（
（
備
前
熊
山
や
帝
釈
山
霊
山
寺
に
つ
い
て
は
、『
吉
備
考
古
』
第
八
六
号 

熊
山
特
輯

（
一
九
五
三
年
（、
熊
山
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
熊
山
町
史 

大
字
史
』（
熊
山
町
、
一

九
九
三
年
（
第
二
一
章
「
奥
吉
原
」、
仙
田
実
『
霊
山
熊
山
』（
日
本
文
教
出
版
、
二

〇
〇
三
年
（
な
ど
参
照
。

（
7
（
大
滝
山
福
生
寺
に
つ
い
て
は
、
丸
尾
弘
然
『
大
滝
山
物
語
』（
大
滝
山
実
相
院
、

二
〇
〇
〇
年
（、
前
注
前
掲
仙
田
著
書
な
ど
参
照
。
と
く
に
、『
大
滝
山
物
語
』
の
資

料
編
に
は
関
係
史
料
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。

（
8
（
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
（
十
二
月
吉
日
付
「
備
前
国
四
拾
八
ケ
寺
領
幷
分
国
中
大

社
領
目
録
写
」（
藤
井
駿
・
水
野
恭
一
郎
編
『
岡
山
県
古
文
書
集
』
第
二
輯
「
備
前

金
山
寺
文
書
」
第
六
五
号
（。

（
9
（
岡
山
県
金
山
寺
所
蔵
。
編
集
子
「
熊
山
雑
記 

其
の
二
」（『
吉
備
考
古
』
第
八
七

号
、
一
九
五
三
年
（
所
収
。

（
10
（
文
正
元
年
（
一
四
六
六
（
卯
月
五
日
付
「
承
海
授
宥
海
伝
法
灌
頂
印
信
紹
文
」

（『
西
南
院
寺
蔵
文
書
』
第
三
函
第
四
〇
号
第
三
番
（、「
承
海
授
宥
海
伝
法
灌
頂
印
信

印
明
」（
同
上
第
三
函
第
四
号
第
二
番
（。

（
11
（
「
宥
海
授
忠
海
伝
法
灌
頂
印
信
血
脈
」（『
西
南
院
寺
蔵
文
書
』
第
三
函
第
四
号
第

四
番
（。

（
1（
（
注
（
1
（
前
掲
「
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
一
巻
～
第
三
巻
」
付
載
。

（
1（
（
石
川
真
弘
・
大
内
田
貞
郎
・
金
子
和
正
・
河
合
忠
信
・
木
村
三
四
吾
「
業
余
稿
叢
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四 
木
食
応
其
大
仏
殿
御
算
用
事 

附
大
仏
殿
御
造
営
覚
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
四
三

号
、
一
九
六
九
年
（。

（
1（
（
登
谷
伸
宏
「
秀
吉
政
権
と
東
山
大
仏
殿
の
造
営
」（『
日
本
史
研
究
』
第
六
九
八

号
、
二
〇
二
〇
年
（。
な
お
、
大
桑
斉
「
天
正
寺
の
創
建
・
中
絶
か
ら
大
仏
造
営

へ
」（『
日
本
近
世
の
思
想
と
仏
教
』
法
藏
館
、
一
九
八
九
年
。
初
出
一
九
八
三
年
（ 

一
一
五
頁
も
、 

正
月
十
一
日
付 「
施
薬
院
全
宗
書
状
」 

に
つ
い
て
、 「
天
正
十
四
年
に

こ
の
文
書
を
比
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
1（
（
注
（
8
（
前
掲
文
禄
四
年
十
二
月
吉
日
付
「
備
前
国
四
拾
八
ケ
寺
領
幷
分
国
中
大

社
領
目
録
写
」。

（
1（
（
頼
旻
と
政
旻
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
は
、『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六

「
先
師
歴
代
写
」、
巻
十
「
北
室
院
歴
代
系
譜
写
」
参
照
。

（
17
（
「
高
野
山
検
校
帳
」（『
大
日
本
古
文
書 
高
野
山
文
書
之
七
』
第
一
六
六
一
号
（。

（
18
（
『
紀
伊
続
風
土
記
』
高
野
山
之
部 

巻
之
三
十
一
「
山
主
検
校
次
第
」
之
二
、
第
二

百
十
六
世
寺
務
検
校
法
印
頼
旻
の
項
。

（
19
（
中
村
孝
也
『
新
訂 

徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
下
巻
之
一
（
日
本
学
術
振
興
会
、

一
九
八
〇
年
。
初
刊
一
九
六
〇
年
（
六
四
～
六
六
頁
。
な
お
、
林
晃
弘
「
慶
長
期
に

お
け
る
徳
川
家
康
の
寺
院
政
策
」（『
史
林
』
第
九
五
巻
第
五
号
、
二
〇
一
二
年
（
四

一
～
四
二
頁
も
参
照
。

（
（0
（
『
紀
伊
続
風
土
記
』
高
野
山
之
部
拾
遺 

総
分
方
巻
之
二
十
一
「
検
校
」
の
項
。
ま

た
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
（
十
一
月
二
十
日
に
作
製
さ
れ
た
「
青
巌
寺
幷
検
校
支

配
帳
」（『
大
日
本
古
文
書 

高
野
山
文
書
之
六
』
第
一
二
三
四
号
（
の
表
紙
打
付
書

に
は
、「
北
室
院
頼
旻
検
校
時
、
改
%

青
巌
寺
$

号
%

検
校
坊
$

」
と
あ
る
。
石
井
良
助

「
江
戸
時
代
に
お
け
る
神
社
お
よ
び
寺
院
の
法
人
格
」（『
法
制
史
論
集
』
第
三
巻 

日

本
団
体
法
史
、
創
文
社
、
一
九
七
八
年
。
初
出
一
九
七
六
年
（
一
三
三
頁
参
照
。

（
（1
（
西
笑
承
兌
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
杣
田
善
雄
「
西
笑
承
兌
の
居
所
と
行
動
」（
藤

井
讓
治
編
『
織
豊
期
主
要
人
物
居
所
集
成
〔
増
補
第
（
版
〕』
思
文
閣
出
版
、
二
〇

二
四
年
。
初
版
二
〇
一
一
年
（
参
照
。

（
（（
（
頼
慶
の
呼
称
「
御
庵
室
」
と
は
、
彼
が
以
前
に
い
た
蓮
華
三
昧
院
の
別
称
で
あ

る
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
高
野
山
之
部 

巻
之
十
七 

寺
家
之
七
「
蓮
華
谷
堂
社
院
家
」 

の
「
蓮
華
三
味
院
」
の
項
参
照
。『
慶
長
見
聞
録
案
紙
』（「
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢

刊
」
六
五
（
慶
長
十
三
年
冬
条
に
、「
此
寺
を
御
庵ア
セ
チ室
と
高
野
ニ
而
申
候
」
と
記
す
。

『
西
笑
和
尚
文
案
』
第
七
冊
の
紙
背
文
書
に
見
え
る
「
頼
慶
申
状
」（
七
―
一
五
・
一

六
（
で
も
、
頼
慶
は
「
高
野
山
御
庵
室
」
と
称
し
て
い
る
。『
西
笑
和
尚
文
案
』

は
、
伊
藤
真
昭
・
上
田
純
一
・
原
田
正
俊
・
秋
宗
康
子
編
『
相
国
寺
蔵 

西
笑
和
尚

文
案 

自
慶
長
二
年
至
慶
長
十
二
年
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
（
に
よ
る
。

（
（（
（
頼
慶
と
快
正
の
確
執
に
つ
い
て
は
、
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
第
八
巻 

近
世

篇
之
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
（
一
八
六
頁
、
今
枝
杏
子
「
遍
照
光
院
頼
慶
奥

書
集
成
並
び
に
年
譜
考
」（『
人
間
文
化
研
究
科
年
報
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
〇
年
（

参
照
。
関
係
史
料
は
、『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
五
、
慶
長
十
三
年
七
月
三
日

条
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
（
注
（
（（
（
前
掲
。

（
（（
（
『
西
笑
和
尚
文
案
』
第
六
冊
第
二
八
八
号
（［
慶
長
七
年
］
仲
冬
十
日
付
（、
第
二

八
九
号
（
欠
年
月
日
（、
第
二
九
〇
号
（［
慶
長
七
年
］
十
一
月
十
一
日
付
（。

 

（
文
責
・
坂
口
（

〔
付
記
〕
本
研
究
に
御
協
力
い
た
だ
き
、『
西
南
院
文
書
』
の
翻
刻
・
図
版
掲
載
を
御
許
可

く
だ
さ
っ
た
、
和
田
友
伸
師
（
西
南
院
上
綱
（
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
原
本

調
査
に
御
高
配
を
賜
っ
た
高
野
山
霊
宝
館
、
調
査
・
撮
影
に
御
協
力
く
だ
さ
っ
た
渡
邉
正

男
・
山
家
浩
樹
・
末
柄
豊
・
木
村
真
美
子
の
諸
先
生
に
も
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
一
般

共
同
研
究
「
高
野
山
西
南
院
文
書
の
調
査
・
研
究
―
高
野
山
伝
来
史
料
の
研
究
資
源
化
に

む
け
て
―
」（
二
〇
一
八
・
一
九
年
度
（、「
高
野
山
伝
来
聖
教
奥
書
集
成
に
む
け
て
の
調

査
・
研
究
―
平
安
・
鎌
倉
時
代
を
中
心
と
し
て
―
」（
二
〇
二
〇
・
二
一
年
度
（、「
高
野
山

子
院
伝
来
資
料
の
分
野
横
断
的
研
究
―
金
剛
三
昧
院
・
西
南
院
を
中
心
に
―
」（
二
〇
二

二
・
二
三
年
度
（、「
中
世
神
道
資
料
を
中
心
と
し
た
高
野
山
子
院
伝
来
資
料
の
研
究
資
源

化
」（
二
〇
二
四
年
度
（
な
ど
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

【 

翻
　
刻 
】

〔
凡
例
〕
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一
、
本
稿
は
、
高
野
山
西
南
院
に
伝
来
し
た
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書 

十
一

巻
』
の
う
ち
、
第
七
巻
に
収
め
ら
れ
た
文
書
十
二
点
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ

る
。
文
書
番
号
は
、
坂
口
太
郎
・
藤
本
孝
一
「
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』

第
五
巻
・
第
六
巻
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
三
三
号
、
二
〇

二
三
年
（
を
う
け
る
。

一
、
翻
刻
は
、
高
野
山
霊
宝
館
に
寄
託
中
の
原
本
お
よ
び
二
〇
一
八
年
度 

東
京
大

学
史
料
編
纂
所 
一
般
共
同
研
究
「
高
野
山
西
南
院
文
書
の
調
査
・
研
究
」（
研

究
代
表
者 

坂
口
太
郎
（
に
お
け
る
撮
影
画
像
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
。
た
だ

し
、
第
七
巻
は
焼
損
が
あ
る
た
め
、
焼
損
発
生
以
前
に
撮
影
さ
れ
た
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
架
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
参
照
し
た
。

一
、
花
押
は
、
本
文
の
相
当
箇
所
に
（
花
押
（
の
よ
う
に
記
し
、
稿
末
に
花
押
集
と

し
て
掲
げ
た
。
花
押
集
に
お
け
る
番
号
は
、
前
掲
坂
口
太
郎
・
藤
本
孝
一
「
重

要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
五
巻
・
第
六
巻
」
を
う
け
る
。

一
、
字
体
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
が
、
一
部
の
異
体
字
・
略
体
字
に

つ
い
て
は
残
し
た
。

一
、
改
行
は
原
則
と
し
て
原
本
通
り
と
し
、
折
紙
の
段
は
』
記
号
を
以
て
示
し
た
。

一
、
本
文
に
は
、
読
点
（
、 

（・
並
列
点
（
・
（
を
付
し
、
く
り
か
え
し
記
号
は

「
々
」「
〳
〵
」
を
以
て
示
し
た
。

一
、
文
字
が
磨
滅
・
虫
損
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
は
、
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□

記
号
で
示
し
た
。
ま
た
、
判
読
不
能
の
文
字
は
、
×⃞
記
号
で
示
し
た
。

一
、
本
文
以
外
の
部
分
は
、「
　
」
で
括
り
、
そ
の
位
置
に
従
っ
て
（
包
紙
ウ
ハ

書
（（
端
裏
切
封
ウ
ハ
書
（
な
ど
と
傍
注
を
付
し
た
。

一
、
編
者
が
加
え
た
傍
注
で
、
文
字
に
関
わ
る
も
の
は
〔 

〕
記
号
、
参
考
・
説
明

に
わ
た
る
も
の
は
（ 

（
記
号
を
以
て
示
し
た
。

一
、
文
書
の
内
容
に
関
し
て
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
按
文
を

付
し
、
文
頭
に
○
記
号
を
加
え
て
本
文
と
区
別
し
た
。

〔
西
南
院
文
書
〕
第
七
巻

　
八
二
　
木
食
応
其
書
状
（
切
紙
）　
本
紙
縦
一
七
・
〇
糎

横
計
測
不
能

　
包
紙
縦
三
〇
・
九
糎

横
計
測
不
能
　

「（
包
紙
ウ
ハ
書
（

　
　
　
高
野
山
木
食
興
山
上
人

　
熊
山
御
門
中
御
同
宿
中
応
其
」

雖
未
申
承
候
、
令
啓
候
、
仍

御
門
中
之
内
福
生
寺
、
近
年

西
南
院
江
御
無
沙
汰
之
由

承
候
条
、
多
門
〔
聞
〕院

へ
異
見

可
申
覚
悟
候
処
、
旧
冬
両
院

互
以
入
魂
之
旨
、
如
前
々
、

西
南
院
へ
被
返
付
候
、
弥
於

此
上
者
、
従
御
門
中
、
彼
院
江

御
入
魂
候
様
、
有
御
異
見
、
御

取
成
尤
候
、
就
中
、 

　
殿（豊
臣
秀
吉
（

下
様
よ
り

大
仏
之
本
願
之
儀
、
被
仰
遣
候
条
、

近
日
致
上
洛
候
間
、
相
応
之
御

用
之
儀
候
者
、
可
蒙
仰
候
、
猶

従
西
南
院
、
可
有
御
演
説
候
、

恐
々
謹
言
、

　
二（天
正
十
九
年
（

月
一
日
　
応
其
（
花
押
81
（

熊
山
御
門
中
御
同
宿
中
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八
三
　
木
食
応
其
書
状
案
（
切
紙
・
表
）
本
紙
縦
二
一
・
〇
糎

横
計
測
不
能

　
包
紙
縦
三
一
・
六
糎

横
計
測
不
能

「（
包
紙
ウ
ハ
書
（

　
　
　
高
野
山
木
食
興
山
上
人

　
福
生
寺
御
同
宿
中
　
　
応
其
」

雖
未
申
通
候
、
令
啓
候
、
仍

近
年
多
門
〔
聞
〕院

仁
被
相

談
之
由
候
処
、
旧
冬
両
院

互
以
入
魂
、
西
南
院
へ
被

返
置
候
、
然
上
者
、
向
後
無

御
別
儀
、
於
被
仰
談
者
、
愚
老

別
而
可
為
満
足
候
、
就
中
、

従
　
殿（豊
臣
秀
吉
（

下
様
、
大
仏
殿
之
儀
、

依
被
仰
付
、
近
日
致
上
洛
候
、

相
応
之
御
用
、
於
在
之
者
、

可
承
候
、
委
曲
期
後
面
之

時
候
、
恐
々
謹
言
、

　
二（天
正
十
九
年
（

月
一
日
　
応
其

　
福
生
寺
御
同
宿
中

○
本
文
書
の
紙
背
に
、
八
四
号
「
木
食
応
其
書
状
案
」
が
写
さ
れ
て
い
る
。

　
八
四
　
木
食
応
其
書
状
案
（
切
紙
・
紙
背
）

雖
未
申
承
候
、
令
啓
候
、
仍
御

門
中
之
内
福
生
寺
、
近
年

西
南
院
江
御
無
沙
汰
之
由
承
候

条
、
多
聞
院
江
異
見
可
申

覚
悟
候
処
、
旧
冬
両
院
互

以
入
魂
之
旨
、
如
前
々
、
西
南
院
江

被
返
付
候
、
弥い
よ
〳於〵
此
上
者
、
従
御

門
中
、
彼
院
e
御
異
見
有
、
御

取
成
尤
候
、
就
中
、 

　
殿（豊
臣
秀
吉
（

下
様
よ
り 

大
仏
之
本
願
之
儀
、
被
仰
遣
候
条
、

近
日
致
上
落
〔
洛
〕候
間
、
相
応
之
御

用
之
儀
候
者
、
可
蒙
仰
候
、
猶
従

西
南
院
、
可
有
御
演
説
候
、
恐
々

謹
言
、

　
　
二（天
正
十
九
年
（

月
一
日
　
応
其

　
熊
山
御
門
中
御
同
宿
中

○ 

八
二
号
「
木
食
応
其
書
状
」
の
案
文
。
八
三
号
「
木
食
応
其
書
状
案
」
の
紙
背

に
写
さ
れ
て
い
る
。

　
八
五
　
木
食
応
其
書
状
案
（
折
紙
）　
　
　
　
　
　
縦
二
九
・
三
糎

横
計
測
不
能

　
　
尚
々
、
従
福（薬
王
寺
（
岡
、
其
許
在
城

　
　
衆
ヘ
此
等
之
趣
、
無
残

　
　
披
露
頼
入
候
、

　
　
　
　
　
　
以
上
、

西
南
院
・
多
聞
院
出
入
之
儀
、

先
年
無
異
儀
相
済
候
処
、

重
而
其
元
檀
方
中
へ
多
聞
院

音
信
在
之
由
、
薬
王
寺
よ
り

承
候
、
言
語
道
断
之
至
候
、
所
詮
、

江
御
入
魂
候
様
ニ
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向
後
多
聞
院
被
罷
下
候
共
、
一
切

不
可
有
許
容
候
、
西
南
院

為
檀
方
儀
者
、
無
其
隠
事
ニ

候
条
、
自
今
以
後
、
寺
法
も

如
何
候
ニ
候
、
各
無
異
儀
、
於

御
馳
走
者
、
可
為
満
足
候
、
前
々

彼
院
ニ
被
立
置
候
位
牌
等
之

儀
、
従
其
方
注
文
於
被
登
者
、

西
南
院
可
立
置
之
由
候
間
、

可
被
得
其
意
候
、
猶
口
上
ニ
申

渡
候
、
恐
々
謹
言（上
段
（、』

　
　
　
高
野
山
木
食
興
山
上
人

　
卯（天
正
十
九
年
カ
（

月
一
日
　
　
　
　
応
其
判

　
　
助

備
前
岡
山
御
大
工
五
郎
殿

　
　
新
兵
衛
殿

　
　
兵
四
郎
殿
進
之
候
、

「（
モ
ト
折
紙
端
裏
書
（

上
人
よ
り
備
前
岡
山
ヘ
下
状
ノ
案
文（下
段
（」』

○ 

本
文
書
は
、
成
巻
の
際
に
中
央
を
断
ち
切
り
、
文
字
方
向
を
合
わ
せ
て
上
下
に

貼
り
継
い
で
い
る
。

　
八
六
　
木
食
応
其
書
状
（
折
紙
）　
　
　
　
　
　
縦
三
一
・
二
糎

横
四
六
・
三
糎

　
　
猶
々
、
委
細
御
使

　
　
僧
へ
申
渡
候
、
以
上
、

青
巌
寺
御
入
院
、

依
之
、
内（徳
川
家
康
（

府
様
へ
御
礼
、

旁
以
珍
重
ニ
存
候
、

御
帷
三
ツ
被
下
候
、

過
分
至
極
ニ
候
、
此
等
趣
、

法（頼
旻
（印様
江
可
然
之
様
ニ

御
□〔取
成
頼
入
候
ヵ
〕

□
□
□
□
、
恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　 

木

　
八（慶
長
六
年
（

月
十
三
日
　
応
其
（
花
押
8（
（

　
　
賢（政
旻
（（
上
段
（

了
房
』

○ 

賢
了
房
政
旻
は
西
南
院
第
二
十
九
世
で
、
元
和
末
年
に
徳
川
秀
忠
の
命
に
よ
っ

て
、
北
室
院
か
ら
西
南
院
に
転
住
し
た
（『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六

「
先
師
歴
代
写
」（。

　
八
七
　
宣
宥
書
状
（
切
紙
）　
本
紙
縦
二
二
・
〇
糎

横
五
〇
・
六
糎
　
包
紙
縦
三
一
・
七
糎

横
一
〇
・
五
糎

「（
包
紙
ウ
ハ
書
（

　
　
　
　
　
　
　 

西
南
院

　
大
瀧
山
御
衆
分
中
　
　
宣
宥

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
る
　
　
」

態
以
書
状
令
啓
候
、
随
而
旧
冬
者
、

其
許
致
音
信
候
砌
、
各
御
懇
之

儀
共
、
快
然
此
事
ニ
候
、
将
亦
、
薬
王
寺
之

儀
に
付
而
、
別
而
預
書
中
候
ツ
、

如
仰
、
彼
寺
与
当
院
之
事
、
従

上
代
、
雖
為
由
緒
之
地
、
累
年
者
、

依
福
生
寺
存
分
、
何
角
与
紛
行
候
、

仍
今
度
彼
子
細
申
分
候
へ
ハ
、
互
ニ
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以
入
魂
之
旨
、
多
聞
院
無
相
違

被
返
置
候
条
、
向
後
少
も
不
可
有
異

儀
候
、
左
候
上
ニ
も
木（木
食
応
其
（

上
迄
も
得

御
意
候
之
間
、
弥
是
非
分
明
ニ
候
、
剰

門
中
江
一
書
御
下
候
、
被
成
拝
見
、

薬
王
寺
江
も
慥
ニ
可
仰
届
候
、
恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
西
南
院

　
　
卯（天
正
十
九
年
カ
（

月
三
日
　
宣
宥
（
花
押
8（
（

　
　
大
瀧
山
各
中

　
　
　
　
　
　
参

○ 

鏡
尊
房
宣
宥
は
西
南
院
第
二
十
五
世
で
、
龍
光
院
に
兼
住
し
た
（『
金
剛
峯
寺

諸
院
家
析
負
輯
』
巻
六
「
先
師
歴
代
写
」（。

　
八
八
　
福
生
寺
某
書
状
（
切
紙
）　
　
本
紙
縦
一
八
・
七
糎

横
四
九
・
〇
糎
　
包
紙
縦
三
一
・
七
糎

横
一
三
・
〇
糎

「（
包
紙
ウ
ハ
書
（

　
　 

　
　
　
　
　（
墨
引
（

　
御高野
山
木
食

上
人
御
返
答
　
福
生
寺
」

　
　（
端
裏
切
封
墨
引
（
○
封
帯
痕

　
ア
リ
、

　
　
尚
々
、
委
悉
口
上

　
　
申
入
候
、
か
し
く
、

如
尊
意
、
不
能
拝
顔
候
、

御
意
之
条
、
如
此
候
、
両

多
聞
院
（

（

（
西
南
院院

就
旦
那
之
儀
、
被
仰
分
候
哉
、

拙
者
式
、
若
輩
之
事
候
而
、

万
端
無
案
内
に
て
候
、
乍

去
、
重
而
多
門
〔
聞
〕院
へ

可
罷
下
候
条
、
可
得

其
意
候
、
此
方
何
篇

落
居
次
第
候
ハ
ん
、
何

事
ニ
別
之
申
分
候
ハ
ん
哉
、

恐
惶
敬
具
、

　
卯（天
正
十
九
年
カ
（

月
十
一
日
　
福
生
寺
（
花
押
8（
（

御（木
食
応
其
（

上
人

　
　
　
参 

御
返
酬

○ 

包
紙
ウ
ハ
書
の
「
ふ
く
お
か
」
は
、
備
前
国
邑
久
郡
福
岡
（
現
岡
山
県
瀬
戸
内

市
長
船
町
福
岡
（
の
薬
王
寺
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　
八
九
　
備
前
熊
山
門
中
書
状
（
切
紙
）
本
紙
縦
二
二
・
七
糎

横
四
七
・
七
糎
　
包
紙
縦
三
一
・
六
糎

横
一
一
・
三
糎

「（
包
紙
ウ
ハ
書
（

　
　
　
　
　
　
備
前
門
中

　
興
山
上
人
様
尊
答
　
　
熊
山
」

尊
札
之
旨
、
致
頂
拝
、
忝
存
候
、

如
御
意
、
楽
〔
薬
〕王
寺
之
儀
、
多
聞
院
与

就
出
入
、
近
年
疎
遠
罷
成
候
処
ニ
、

上（木
食
応
其
（

人
様
以
御
下
知
、
如
先
々
、
西
南
院

御
入
魂
之
趣
、
被
仰
下
、
於
門
中

太
慶
不
過
之
候
、
仍
大
仏
御
本
願
、

難
有
次
第
候
、
各
致
上
落
〔
洛
〕、
万
端

可
経
尊
意
候
条
、
不
能
愚
説
候
、
恐
惶

謹
言
、

ふ〔
福
岡
〕

く
お
か
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卯（天
正
十
九
年
カ
（

月
拾
二
日
　
熊
山
門
中

興（木
食
応
其
（

山
上
人
様
尊
答

　
九
〇
　
難
波
常
慶
書
状
（
切
紙
）　
　
　
　
　
　
縦
一
九
・
九
糎

横
四
九
・
五
糎

「（
端
裏
切
封
ウ
ハ
書
（

　（
墨
引
（ 

　
　
常
慶

　
西
南
院参様
御
申
難
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
○
封
帯
ヲ

　
存
ス
、

　
　
　
尚
々
、
連
々
以
福
生
寺
、

　
　
　
可
申
上
候
、
か
し
く
、

御
懇
札
之
通
、
致
拝
上
候
、

近
年
儀
、
多
聞
院
江
得
御

意
候
処
ニ
、
此
節
西
院
〔
南
脱
ヵ
〕
江

福
生
寺
御
入
魂
之
由
候
条
、

何
分
師
旦
〔
檀
〕之

儀
者
、
福
生
寺

次
第
ニ
奉
存
候
、
殊
更
従
御

使
僧
、
三
種
御
持
参
、
致
頂

拝
、
過
分
存
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
難
波
常
慶
（
花
押
8（
（

　
八
月
廿
六
日

西（宣
宥
（南参院

様

　 

御
尊
報

○ 

八
七
号
の
注
参
照
。

　
九
一
　
薬
王
寺
・
福
生
寺
某
書
状
（
切
紙
）　
　
　
　
　
　
縦
二
一
・
三
糎

横
四
九
・
九
糎

「（
端
裏
切
封
ウ
ハ
書
（

　
　
参

（
墨
引
（
備
前
福
岡 

福
生
寺

西
南
院
様
御
同
宿
中
　
　 

」
○
封
帯
痕

　
ア
リ
、

　
　
尚
々
、
御
持
参
過
分
奉

　
　
存
候
、
罷
上
、
近
来
之

　
　
御
礼
等
、
可
申
上
候
、

如
貴
意
、
雖
未
遂
拝

顔
候
、
預
御
尊
札
、
忝
頂

拝
候
、
就
中
、
薬
王
寺
之
儀
、

数
年
出
入
不
相
澄
〔
済
〕候
処
ニ
、

只
今
従
御
下
向
、
如
連
々
、

師
旦
〔
檀
〕共
ニ
可
得
御
意
分
候
、

殊
更
岡
山
在
城
之
大
工
衆
、
余

多
御
座
候
、
皆
々
御
馳
走
無

極
候
、
寺
中
拙
身
ま
て
も
、

千
喜
万
悦
、
大
慶
奉
存
候
、

様
子
御
使
僧
可
被
仰
上
候
、

恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
薬
王
寺
・
福
生
寺

　
　
八
月
廿
六
日
　
祐
×⃞
（
花
押
8（
（

西（宣
宥
（南参院
様

 

御
同
宿
中

○ 

八
七
号
の
注
参
照
。
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九
二
　
西
笑
承
兌
書
状
（
折
紙
）　
　
　
　
　
　
縦
三
一
・
六
糎

横
四
九
・
五
糎

　
尚
々
、
擯
出
之
儀
者
、

　
内（徳
川
家
康
（

相
府
被
聞
召
共
、

　
御
合
点
有
間
敷
存
候
、

尊
墨
薫
披
、

但
不
存
儀
候
、

御（頼
慶
（庵室
ハ
関
東
ヘ

期
後
音
、
不
能

可
被
越
之
由
、
昨
日
案
内

懇
筆
候
、

承
候
、
不
入
儀
ニ
候
歟
、

山
中
擯
出
之
儀
、
従

明（快
正
（王院
、
被
申
触
之
由
、

拙
老
へ
も
、
先
度
其
旨

雖
被
申
越
候
、
同
心
不
申
候
、

擯
出
者
、
一
山
各
無

御
同
心
候
者
、
成
間
敷
儀
ニ

候
哉
、
但
貴（金
剛
峯
寺
（

寺
之
御
法
度

不
存
候
、
尚
以
、
此
方
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
被
申
候
者
、
（
上
段
（』

可
令
異
見
候
、
左
右

方
之
御
存
分
、
互
無

遠
慮
仕
合
存
候
、

恐
惶
頓
首
、

　
　
　
　
豊
光
寺

十（慶
長
七
年
（

一
月
廿
三
日
　
兌（西
笑
承
兌
（

（
花
押
87
（

青
岩
〔
巌
〕寺

　
　
　
　  

貴
答（下
段
（』

○ 

本
文
書
は
、
成
巻
の
際
に
中
央
を
断
ち
切
り
、
文
字
方
向
を
合
わ
せ
て
上
下
に

貼
り
継
い
で
い
る
。

　
九
三
　
池
田
正
時
書
状
（
折
紙
）
本
紙
縦
二
九
・
三
糎

横
四
五
・
二
糎
　
包
紙
縦
三
一
・
九
糎

横
六
・
四
糎

「（
包
紙
ウ
ハ
書
（

池
田
久
左
衛
門
入
道
正
時
之
状
」

「（
封
紙
糊
封
ウ
ハ
書
（

九
度
山
ニ
而

　
　
西
南
院
様
　
　 

五
智
院

　
　
　
　
　
　
御
報

　
　
　（
墨
引
（　
西
院
ゟ
　 

」

今
度
不
慮
致

登
山
候
処
、
色
々
御

馳
走
之
段
、
忝
存
候
、

本
知
へ
安
度
〔
堵
〕仕

候
者
、

於
西
宮
、
本
知
之
内

二
石
、
永
代
西
南
院
へ

寄
進
可
申
候
、
為
其
一

筆
如
此
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
池
田
久
左
衛
門
入
道

　
十
二
月
十
九
日 

正
時
（
花
押
88
（

西
南
院
様

　
　
参
人
々
御
中
』
（
上
段
（

（
頼
旻
（ 
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集


